
バルブエア式ケンコーソフトテニスボールの
正しい空気調整の仕方

・バルブエア式のボールには必ずバルブエア専用のポンプを
 ご使用ください。

・ポンプの針の軸の部分に土などの汚れがついていないか、
 指で触って確かめてから使用してください。

ケンコーソフトテニスポンプ
TSP-V

バルブのスリット

バルブ部分を強くつまんでスリットを
つぶさないようにしてください。

垂直に！

ボールの　　　  マークの上にある青色の丸い
部分が空気調整バルブです。

ボールを軽く握ってバルブのスリット（切り口）
の位置を確認してください。

スリット部分に砂粒などの異物が挟まっているときは
取り除いてください。

スリットへ専用ポンプの針を垂直に根元まで挿入します。

針はスリットに沿って静かに挿入してください。無理に斜めに入れると
スリットを傷つけ、空気漏れの原因となることがあります。

専用ポンプ上部の穴を親指でふさぎながら空気を押し込みます。

適正なバウンドになるように空気の量を調整してください。
空気を入れすぎたときはポンプ上部の穴から指を離して空気を抜いてください。
針を抜く時もボールを握って垂直にゆっくりと抜いてください。

ポンプの針は常に清潔な状態に保ってください。
ポンプの針穴が詰まった時は、細い針金などで異物を取り除いてください。

ポンプはボールの空気調整以外の用途には絶対に使用しないでください。

静かに！
　根元まで！


